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PRESS RELEASE 

アジア・アフリカなどから来日の研修員

帯広柏葉高校で理科の実験・授業を実施
日頃より、弊機構の広報にご協力を賜り、厚くお礼申し上げます。 

帯広市が発案し、当センター設立当初から実施している本研修では、世界的にも質の高い日本

の理科教育をモデルに、アジア・アフリカ諸国での理科教育の強化を目的とし、課題解決型の

授業の流れ、授業づくりの手法について学んでいます。 

今般、北海道教育大学（釧路校・旭川校）講師陣による理科指導案の作成指導、帯広市児童会

館講師陣による理科実験指導を経てつくりあげた研修員による模擬実験と模擬授業を、北海道

帯広柏葉高校にて行います。道東地域の関係者のご協力により完成した授業の様子と高校生と

の交流を是非御社で取材頂きたく、ご検討のほど宜しくお願いいたします。 

記 

研修名：小学校理科教育の質的向上～「教えと学び」の現場教育～

研修員構成：10 か国 11 名（バングラデシュ（2名）、カンボジア、エスワティニ、モンゴル、ナ

イジェリア、パレスチナ、パプアニューギニア、南アフリカ共和国、イエメン、ザ

ンビア）

研 修 期 間：2024 年 10 月 23 日（水）～12 月 10 日（火） 
研 修 言 語：英語（日英通訳あり） 

取材日時・内容：研修期間中の以下プログラムについて取材をご検討ください。 

 帯広柏葉高校

日時：12月 5日（木）9:00～13:00

場所：北海道帯広柏葉高等学校

内容：身のまわりにある物を使って開発した小学校理科の生物・化学・物理・地学の「実験の

授業」を、帯広柏葉高校の生徒へ行います。 

※取材可能な場合は、取材日前営業日（平日）正午までに下記までご連絡ください。

※研修中の撮影可能です。但し、取材対応は研修の前後で行います。

※各国研修員への個別取材の対応も可能です。（当機構の通訳が同行いたします）

以上 

【本件に関する問い合わせ先】 

JICA北海道センター（帯広）道東業務課 

本件担当：広橋（ひろはし） 

TEL：0155-35-1210  E-mail：obihiro_event▲jica.go.jp




